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Ａ．研究目的 

本研究では、一体的実施の効果検証に

向け、愛知広域連合と神奈川広域連合の

R2~4年度の国保データベース（KDB）デー

タ（質問票、健診、医療、介護）を使用

して、重症化予防および健康状態不明者

の後年(R3-4年度)の新規要介護認定およ

びHbA1cレベル、健康状態不明者の後年の

新規要介護認定や健診・受療状況を明ら

かとした。 

 

Ｂ．研究方法 

〈分析データ〉 

愛知、神奈川の後期高齢者広域連合保険

者全体のR2～4年度KDBデータを使用した。 

〈分析内容〉 

分分析析11（（重重症症化化予予防防））::  

R2～4年度で追跡可能であった1,975,384

人から、R2年度に要介護認定がなく、 

健診データがあり、後年の要介護度の判

定が可能およびHbA1cデータがあった、

390,607人を分析した。 

  

分分析析22（（健健康康状状態態不不明明者者））： 

R2～4年度で追跡可能であった1,975,384

人から、R2年度に要介護認定がなく、 

後年の要介護度の判定が可能であった

1,343,501人を分析した。 

（倫理面への配慮）本研究は、女子栄養大

学倫理審査委員会の承認を得て実施され 

た。 

 

Ｃ．研究結果  

分分析析11((重重症症化化予予防防))::後後年年のの新新規規要要介介護護認認

定定者者のの割割合合ととHHbbAA11ccのの変変化化－－RR22年年度度HHbbAA11cc

別別（表１、表２） 

 後年の新規要介護認定者の割合につい

て、HbA1cのレベル別、およびフレイル

合併有無別に検討した。結果、HbA1cが

高い、また、フレイル合併があるほどに、

後年の要介護新規認定が有意に高い割合

で認められた（表1）。後年の要介護度1

以上の新規認定を従属変数として、年 

齢、性別、BMI 、慢性疾患併存数を調整

したロジスティック回帰分析でも、すべ

てのモデルにおいて、同様の結果が認め

られた。HbA1cが高い程、フレイル合併

しているほどに高いオッズ比であった

(表2)。 

研究要旨 

「高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施」（以下、一体的実施）では、健診デー

タ、後期高齢者の質問票（以下、質問票）やレセプト（医療・介護）情報から、低栄

養、フレイル、重症化予防等の対象者を抽出・選定し、事業評価まで行い、さらに事業

を発展させるPDCAサイクルに基づいた事業展開が推進されており、全国で展開が推進さ

れる中、事業の効果検証が求められる段階にある。 

本分担研究では、取組の効果検証に向け、愛知広域連合と神奈川広域連合のR2～4年度

の国保データベース（KDB）データ（質問票、健診、医療、介護）を使用して、重症化予

防対象者の後年の新規要介護認定およびHbA1cレベル、健康状態不明者の後年の新規要介

護認定や健診・受療状況を明らかとした。分析の結果、重症化予防対象者がフレイル状

態である場合は、より要介護の新規認定リスクが高いことが明らかとなった。また、健

康状態不明者においても、後年の要介護の新規認定リスクが高い結果が認められた。 
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表1.後年の新規要介護認定者の割合とHbA1cの変化－R2年度HbA1c別 
 

 
 
 

 

 
 

表2.R2年度HbA1cレベルと後年の要介護1以上新規認定の関連 
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分分析析22（（健健康康状状態態不不明明者者））：：健健康康状状態態不不明明

者者のの後後年年のの要要介介護護11以以上上新新規規認認定定割割合合おおよよ

びび健健診診・・医医療療受受療療状状況況 

R2年度の健康状態不明者の後年（R3・4

年度）の要介護1以上新規認定の割合を分

析した結果（表3）、健康状態不明者では、

不明者ではなかった群と比較して、高い

割合で後年の新規認定が認められた

（14.5％）。要介護認定1以上新規認定を

従属変数として、年齢、性別を調整した

ロジスティック回帰分析の結果において

も、健康状態不明者では、有意な高い新

規認定リスクがめられた（オッズ比：

1.38、95％CI：1.33-1.42）。年代や性別

で層別して分析した場合でも同様の結果

であった（表4）。 

健診、医療受療状況は、表5に示した通

りであり、健康状態不明該当群において

は、R3、4年度ともに、健診受診、外来受

診、歯科受診で非該当群と比べて非常に

低い割合のままであった。外来受診は、

Ｒ4年では、40.2％と上昇していた（非該

当群は96.5％）。一方で、入院医療費 

は、非該当群17.5％、該当群13.3％であ

り、該当群は非該当群の割合に近づいて

いた。 

 表3. R2年度健康状態不明者の後年の要介護１以上新規認定割合 

表4. 健康状態不明者該当有無と後年の要介護1以上新規認定の関連 

表5. R2年度健康状態不明者の後年の健診・医療受療状況 
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Ｄ．考察 

重症化予防対象者の後年の新規要介護

認定およびHbA1cレベル、および健康状態

不明者の後年の新規要介護認定および健

診・受療状況を分析した結果、重症化予

防対象者では、HbA1cが高く、フレイル状

態であるほど、より要介護の新規認定リ

スクが高いことが明らかとなった。後期

高齢者において、重症化予防対策を実施

する際には、フレイル状態を考慮してア

プローチすることが介護予防の観点から

も重要であることが改めて示された。 

また、健康状態不明者においても、後

年の要介護の新規認定リスクが高い結果

が認められた。さらに、R4年度の入院医

療ありが不明者非該当群と大きく差がな

い割合になっていた（表5）ことから、健

康状態不明者の中には要介護のハイリス

ク状態である者や、糖尿病・高血圧等の

状態であるが自身の健康状態を把握・認

識しておらず、適切に医療受診しないま

まに、入院治療を要する疾患の発症に至

ってしまう者も多く含まれている可能性

が推察された。 

 

Ｅ．結論 

 後期高齢者における重症化予防対象者で

は、HbA1cが高い程、さらにフレイルを合併

しているほど後年の新規要介護認定リスク

が高くなっていた。健康状態不明者につい

ても、性、年代に関わらず高い新規要介護

認定リスクが認められた。 

今後、介入の内容等の検討を行い、具

体的なアプローチやカバー率等を踏まえ

た効果検証を行っていく必要がある。 
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16日．京都市 
4. 堀 千里，赤木優也，樺樺山山  舞舞，赤坂 

憲，権藤恭之，増井幸恵，新井康通，石

崎達郎，山本浩一，神出 計．地域在住

高齢者におけるサルコペニア判定のため

の下腿周囲長の年代別カットオフ値の検

討-SONIC 研究-．第 35 回日本老年医学

会近畿地方会．2024年 11月 16日．京都

市 
5. 豊田佳世，赤木優也，樺樺山山  舞舞，木戸倫

子，増井幸恵，平田 匠，山本浩一，池

邉一典，権藤恭之，神出 計．地域在住

高齢者における多剤併用と腎機能の関連

―SONIC研究―．第35回日本老年医学会

近畿地方会．2024年 11月 16日．京都市 
6. Li Yaya，富永優里，西田芽生，聲高英

代，吉田寛子，北村明彦，神出計，赤木

優也，木戸 倫子，樺樺山山  舞舞．高齢者の孤

独感と認知機能の関係における身体活動

の媒介効果の検討．第83回日本公衆衛生

学会．2024 年 10月 29 日．札幌市 
7. 杉林 歩，Li Yaya，西田芽生，富永優

里，聲高英代，吉田寛子，北村明彦，神

出 計，赤木優也，木戸倫子，樺樺山山  舞舞．

地域在住高齢者における運動の種目数と

フレイルの関連の検討．第83回日本公衆

衛生学会．2024 年 10月 30日．札幌市 
8. 西田芽生，Li Yaya，富永優里，聲高英

代，吉田寛子，北村明彦，神出計，赤木

優也，木戸倫子，樺樺山山  舞舞．大阪府下に

おける生きがい内容の地域差の検討．第

83 回日本公衆衛生学会．2024 年 10 月

31 日．札幌市 
9. 吉田寛子，樺樺山山  舞舞，木戸倫子，呉代華

容，Li Yaya，和田ありさ，菊池 健，

東万紀子，大久保孝義，浅山 敬，田原

康玄，神出 計．地域在住住民における

減塩意識と実際の食塩摂取量・カリウム

摂取量・ナトカリ比の関連．第 83 回日

本公衆衛生学会．2024 年 10 月 29 日．

札幌市 
10. 児玉晏奈，木戸倫子，呉代華容，和田あ

りさ，浅山敬，大久保孝義，田原康玄，

樂木宏実，神出 計，樺樺山山  舞舞．地域住

民の自身の血圧認識ならびに高血圧に関

する知識の実態．第 46 回日本高血圧学

会総会．2024 年 10 月 14 日．福岡市 
11. 樺樺山山  舞舞，木戸倫子，呉代華容，李 婭

婭，赤木優也，和田ありさ，浅山敬，大

久保孝義，樂木宏実，田原康玄，神出 

計．2 年間の家庭血圧測定とその記録行

為が認知機能に及ぼす影響―能勢健康長

寿研究．第 46 回日本高血圧学会総会．

2024 年 10 月 12 日．福岡市 
12. 八田 薫，赤木優也，呉代華容，樺樺山山  舞舞，

木戸倫子，赤坂 憲，鷹見洋一，山本浩

一，平田 匠，神出 計．地域在住高齢

者における降圧薬服薬年数別にみた認知

機能への影響の検討．第46回日本高血圧

学会総会．2024 年 10月 12日．福岡市 
13. 富永優里，木戸倫子， Li Yaya，聲高英

代，西田芽生，北村明彦， 神出 計，樺樺

山山  舞舞．域在住高齢者における健康に関

する相談先と生活満足度の関連 -フレイ

ル別検討-．日本地域看護学会第 27 回学

術集会．2024年 6月 30 日．仙台市 
14. 聲高英代，木戸倫子，赤木優也，Li yaya，

藤原菜摘，富永優里，西田芽生，岩破聡

子，神出 計，樺樺山山  舞舞．高齢者におけ

る社会活動への参加有無を考慮した笑い

の頻度とフレイルの関連．第66回日本老

年医学会学術集会．2024 年 6 月 15 日．

名古屋市 
15. 杉林歩，木戸倫子，Li yaya，赤木優也，

西田芽生，富永優里，吉田寛子，北村明

彦，神出 計，樺樺山山  舞舞．地域在住高齢

者の運動実施実態と性差の検討．第66回
日本老年医学会学術集会．2024年6月15
日．名古屋市 
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16. 吉田寛子，樺樺山山  舞舞，木戸倫子，呉代華

容，赤坂 憲，増井幸恵，権藤恭之，石

崎達郎，山本浩一，神出 計．地域在住

高齢者における食塩摂取量と血圧との関

連について：フレイル・降圧薬内服有無

別の検討－SONIC研究．第 66回日本老

年医学会学術集会．2024 年 6 月 14 日．

名古屋市 
17. 西田芽生，Li Yaya，富永優里，聲高英

代，吉田寛子，神出 計，赤木優也，木

戸倫子，樺樺山山  舞舞．地域在住高齢者の

「生きがい」の潜在因子とフレイルの関

連．第 66 回日本老年医学会学術集会．

2024 年 6 月 14 日．名古屋市 
18. 三谷茉矢，呉代華容，樺樺山山  舞舞，赤坂 

憲，権藤恭之，増井幸恵，新井康通，石

崎達郎，山本浩一，神出 計．地域在住

高齢者における、フレイル指標と自宅近

隣環境 との関連性．第 66 回日本老年医

学会学術集会．2024 年 6 月 14 日．名古

屋市 
19. 横川玲奈，呉代華容，樺樺山山  舞舞，赤坂 

憲，権藤恭之，増井幸恵，新井康通，石

崎達郎，山本浩一，神出 計．地域在住

高齢者における脳卒中既往と精神的不健

康との関連性の検討-SONIC 研究-．第

66 回日本老年医学会学術集会．2024 年

6 月 14 日．名古屋市 
20. 細川 真梨子，呉代 華容，樺樺山山  舞舞，

木戸倫子，権藤 恭之，赤坂 憲，北村 

正博，池邉 一典，山本  浩一，神出 

計．地域在住高齢者における脂質異常症

有無別の血清高感度 CRP と 6 年後の認

知機能の関連-SONIC 研究-．第 66 回日

本老年医学会学術集会．2024 年 6 月 14
日．名古屋市 

21. 橘 由香，呉代華容，樺樺山山  舞舞，赤坂 

憲，権藤恭之，増井幸恵，新井康通，石

崎達郎，山本浩一，神出 計．地域在住

高齢者の呼吸機能と認知機能の関連につ

いての縦断的検討．第 66 回日本老年医

学会学術集会．2024 年 6 月 14 日．名古

屋市 
22. Shi Liyu，Li Yaya，木戸倫子，呉代華

容，和田ありさ，吉田寛子，田原康玄，

樂木宏実，神出  計，樺樺山山   舞舞 ．

Relationships Between Nocturia and 
Geriatric Syndrome Among 
Community Older Adults: The NOSE 
Study．第 66 回日本老年医学会学術集

会．2024 年 6 月 13 日．名古屋市 
23. 利光由衣，呉代華容，樺樺山山  舞舞，赤坂 

憲，権藤恭之，増井幸恵，新井康通，石

崎達郎，山本浩一，神出 計．糖尿病を

有する地域在住高齢者における年代別の

腎機能障害の実態．第 66 回日本老年医

学会学術集会．2024 年 6 月 13 日．名古

屋市 
24. 寺田沙耶，呉代華容，樺樺山山  舞舞，赤木優

也，赤坂 憲，山本浩一，権藤恭之，新

井康通，石崎達郎，神出 計．地域在住

高齢者における血清 NT-proBNP 値とフ

レイルとの関係．第 66 回日本老年医学

会学術集会．2024 年 6 月 13 日．名古屋

市 
25. 堀 千里，呉代華容，樺樺山山  舞舞，赤坂 

憲，権藤恭之，増井幸恵，新井康通，石

崎達郎，山本浩一，神出 計．地域在住

高齢者におけるサルコペニアスクリーニ

ングのための下腿周囲長の変化の実態-
SONIC 研究-．第 66 回日本老年医学会

学術集会．2024 年 6 月 13 日．名古屋市 
26. 渡邉一典，神出 計，樺樺山山  舞舞，赤坂 

憲，権藤恭之，石崎達郎，増井幸恵，新

井康通 心身機能を支える栄養と食生

活：SONIC 研究からの最新知見-特に口

腔機能の視点から-．第 66 回日本老年医

学会学術集会．2024 年 6 月 13 日．名古

屋市 
27. 大畑裕可，樺樺山山  舞舞，呉代華容，和田あ

りさ，木戸倫子，浅山 敬，大久保孝義，

楽木宏実，田原康玄，神出 計．地域在

住高齢者におけるフレイルカテゴリー間

の診察室血圧と家庭血圧の差 -NOSE 
Study． 

28. Shi Liyu，Li Yaya，木戸倫子，呉代華

容，和田ありさ，田原康玄，浅山 敬，

大久保 孝義，神出 計，樺樺山山  舞舞．

Relationships Between HT Measured 
by Home BP and Frequency of 
Nocturnal Urination Among 
Community Older Adults: The NOSE 
Study．第 60 回日本循環器病予防学会

学術集会．2024 年 5 月 11 日．東京（帝

京大学） 
 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む。） 

1. 特許取得 

該当なし 

2. 実用新案登録 

該当なし 

3. その他 

該当なし
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